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『日本国語大辞典』（初版） 全20巻 45万項目 75万用例 1972-76

『日本国語大辞典』（縮刷版） 全10巻 〃 〃 1979

『日本国語大辞典　第２版』 全13巻 50万項目 100万用例 2000-02

『日本国語大辞典　第3版』 ？ ？ ？ ？



用例が充実していることの意味 

①言葉の存在証明。 
②語義と用法の裏付け、補い。 
③いつごろ使われ始め、変化したか。 



『日国』の２大編集方針 
実証主義と歴史主義。 



『大日本国語』松井簡治さん
は古典の索引を作ることから

始めた。



『大日本国語辞典』は 
１８９５年頃から着手され、 
２０年以上をかけて、 

１９１５年から１９年に、 
全４巻約２０万語で刊行された。



『大日本国語大辞典』のその後も続けられた
改訂資料をもとに、小学館から新しく出るこ
とになったのが『日本国語大辞典』で、第一
回の編集委員会は１９６４年におこなわれた。



初版は、用例カードを作って
は台紙に貼り、項目ごとに並

べ替えた。



原稿は清書して印刷所
に渡した。



改訂作業は、初版のデ
ジタル化から始まった。



用例の出典検討はあくまでも
複数の肉眼でチェックされた。



用例の典拠を誰が見ても分か
るように示すことは、辞典の
客観性を保証する。



ブリタニカ百科
事典 全32巻 50万記事 32640頁 2010年

日本大百科全書 全25巻 14万項目 23000頁 1989年

世界大百科事典 全35巻 9万項目 
（索引42万） 24900頁 2007年
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ウィキペディア
（英語版） 全7471巻 約4千万項目
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頁 2015年












